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令和５年度防府市産業戦略本部 第２回会合 

議事録等 
 

 

■開催日時・場所 
  

令和６年２月２１日（水）午前１０時００分から 

 防府市役所１号館３階南北会議室 

 

■次第 
 

１ 開 会 

２ 議 題 
 

   令和６年度当初予算（案）の概要について 
 

３ その他 

４ 閉 会 

 

■配布資料 
 

 資料名 

資料 令和６年度当初予算（案）の概要 

参考資料１-１ ５年後の目指す姿 

参考資料１-２ １０年後のイメージ 

参考資料２ ２０２３年の人口移動報告 
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■出席者名簿                                 敬称略・順不同  

 

 

 

種別 所属団体・役職 名前 出欠 

本部長 防府市長 池田 豊 出席 

本

部

委

員 

大企業 

マツダ株式会社 防府工場 総務部長 田中 真二 出席 

株式会社ブリヂストン 防府工場 総務課長 室田 聡 出席 

協和発酵バイオ株式会社 山口事業所防府 総務課長 有本 勝 欠席 

東海カーボン株式会社 電極製造所 防府工場 総務係長 矢田 和也 出席 

株式会社丸久 代表取締役 副社長 清水 実 欠席 

中小企業 

王子ゴム化成株式会社 管理本部次長 尾髙 盛巨 欠席 

東山口信用金庫 本店長 長峯 浩 出席 

大村印刷株式会社 取締役本社営業部長 村田 浩司 出席 

有限会社周防タクシー 代表取締役 新原 耕由 出席 

アボンコーポレーション株式会社 代表取締役 松村 憲吾 出席 

光浦醸造工業株式会社 代表取締役 光浦 健太郎 出席 

フラワースペース Co-co 代表 森本 幸代 出席 

関係団体 

防府商工会議所 会頭 羽嶋 秀一 代理 

天神町銀座商店街振興組合 理事長 種田 正幸 出席 

防府流通センター協同組合 理事長 喜多村 誠 欠席 

事

務

局 

本部員 

総合政策部 部長 永松 勉  

文化スポーツ観光交流部 部長 杉江 純一 

産業振興部 部長 藤井 一郎 

土木都市建設部 部長 石光 徹 

庶 務 

総合政策部 政策推進監 亀井 幸一 

総合政策部 部次長 伊藤 忍 

総合政策部 政策推進課 課長 磯邉 範子 

総合政策部 政策推進課 課長補佐 末冨 真一郎 

総合政策部 政策推進課 企画政策係長 田中 利明 

総合政策部 政策推進課 企画政策係 主任 木原 隆太 

総合政策部 政策推進課 企画政策係 主任主事 辻田 直樹 

総合政策部 政策推進課 企画政策係 主事 田中 友香 
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１ 開 会                                           

  市長（本部長）挨拶 

 

２ 本部委員紹介                                        

  事務局から出席委員の紹介 

 

３ 令和６年度当初予算（案）の概要について説明                                

本部長からを資料に沿って、令和６年度当初予算（案）の概要を説明 

 

４ 各本部委員による意見                                     

 
  

本部長 

 

Ａ委員 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

本部長 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

本部長 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

令和６年度当初予算（案）の概要に対する意見をお伺いする。 

 

華城小学校と桑山中学校を結ぶ道路で、自転車に乗っている小学生が溝にはまって

いるのを見かけた。電灯の設置は、予算概要の通学路安全対策事業、登下校安全対策事

業に含まれているのか。 

 

基本的には地域安心防犯灯設置事業にて対応することになる。 

（会議後、危険個所を確認のうえ対応済み） 

 

毛利氏庭園にクレジット決済、ＱＲコード決済が導入されていないが、これからのイ

ンバウンドを考えると未導入では大きなハードルとなるのではないか。 

 

毛利報公会へお伝えする。 

道路整備など、行政でできることはしっかりと取り組んでいく。 

 

国道２号台道、富海がどんどん良くなってきている。 

企業が集積しているのは中関地区等であり、交通のボトルネックは、西側は西浦交差

点、東側は三田尻大橋のところ。各企業のためにも、引き続き、臨海部幹線道路の整備

をお願いする。 

 

道路整備は喫緊の課題である。いずれも県の事業が関わっており、三田尻大橋のとこ

ろは拡幅工事が進められており、完成すれば大きく変わると期待している。 

西浦交差点については、県道と市道があり、市だけでは解決できないため、できるだ

け早く県にも働きかけ、連携して取り組んでいきたい。 

 

移住については、観光ではなく住みやすさをアピールできればよい。 

軽井沢の方で、犬が過ごしやすいというＰＲをしている事例もある。子育て世代以外

への施策にも取り組んでほしい。 
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本部長 

 

 

 

Ｄ委員 

 

本部長 

 

 

Ｅ委員 

 

 

本部長 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｇ委員 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｈ委員 

 

 

 

予算概要では、最初に子育て支援をまとめさせていただいた。子育て世代をはじめ、

企業誘致等でもＰＲしていきたい。高齢者や若者など、多様なニーズに応えられるよ

う、まちづくりを着実に進めていく。 

 

通学用かばんについて、使用を全員に統一することはできないか。 

 

様々な意見があることは承知している。子どもの安全安心のためにも普及するよう

にしっかりと努めていきたい。 

 

観光、産業、生活など、各分野がしっかり進んでいる。多くのコンテンツを有してい

るため、全体を俯瞰し、組み合わせてアピールができるとよい。 

 

ソラールにおいて企業の取組コーナーを作り、まずは、市民の皆様にこんなに良い企

業があるということをＰＲしたい。 

また、予算概要に地図を掲載し、市の取組をまとめている。引き続き、良いところを

まとめてＰＲしていきたい。今年は人口増にチャレンジしているため、皆様と一緒にな

ってまちづくりを進めていく。 

 

コロナは収まってきたが、中小零細企業は厳しい状況が続いている。物価高騰や人手

不足等についての対策を引き続きお願いする。 

こども誰でも通園事業について、産休が終わって働きたい意思があるお母さんなど

が利用したい場合に対応した制度となっているか。 

 

就労要件を問わず利用できる制度となっており、県下では防府市のみの取り組みと

なっている。 

 

防府市は、人口の社会増について、すごく注目を浴びている。企業から見て、雇用が

確保できることは出店する大きなポイントとなる。 

物価高騰対策であるプレミアム商品券について、地域を支えるのは個人消費も大き

い。参加店にはプレミアム商品券をうまく利用して、消費者に対して還元できるような

対策をお願いしていく。 

 

人口の社会増は企業の皆様のおかげである。社会増ということは魅力があるという

ことであり、本市のＰＲ材料の一つとして取り組んでいきたい。 

 

予算概要は見やすいため理解しやすい。また、未来が開くというテーマに沿った内容

になっていると感じた。産業団地や駅周辺整備など、まちが変わっていると感じる。地

元をしっかりと盛り上げていきたい。 
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本部長 

 

 

 

 

Ｉ委員 

 

 

 

本部長 

 

Ｊ委員 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｋ委員 

 

 

 

本部長 

 

 

 

本部長 

 

地震など突発的なことが起きた時、市はどんなふうに力になってくれるのか。小さい

会社が安心して頑張っていけるようなところを教えていただきたい。 

 

市が広域防災広場の整備を行い、その隣接地に県の総合医療センターが移転するこ

ととなっている。道路も整備され、仮に災害が県下全域となれば物資の集積場となる。

本市には自衛隊の基地もある。また、公会堂北側の防災広場の整備やメバル公園もあ

る。災害時は全面的に支援に取り組む。 

 

防府の藻場作りがＪＢＥ（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合）からクレジット

の認証をいただいた。全国の認証式があり、その発表の中で防府の紹介ができると思

う。 

 

認証式で、ぜひ防府市のＰＲをしていただきたい。 

 

職場では、結婚して子どもができても、仕事を続けられるかどうかを危惧している従

業員が多い。そのため、働きやすくなるための事業があることは企業としてありがた

い。 

転勤の方は単身赴任率が高い。空き家対策などの住環境や教育施策がしっかりして

いるなどがあれば、企業としては家族帯同の方への声掛けがしやすい。 

森林整備活動について、２０５０年の森活動にぜひ協力させていただきたい。 

 

様々な意見を伺い、ＰＲできる材料としていきたいと思う。 

大平山山頂公園に木製遊具を整備していく。魅力ある大平山にしていきたい。 

 

男性の育児休業の取得について、子育て世代はお金を気にしており、なかなか取得で

きていないのが現状である。具体的に世帯で幾らくらい支援されているのかをアピー

ルしてはどうか。 

 

子育て支援は、お金に換算するとかなりの額になると思うが、市としては、妊産婦さ

んに野菜を届ける事業や、きょうだい仲良し事業などによるお金にならない「思い」も

届けていきたい。 

 

本日いただいた意見を参考に、４月には事業をスタートできるように準備をしっか

りとしていきたい。 

 

閉会 

 


